
吉野川ダム統合管理事務所の事業

1 貧困をなくそう 事務所内で積極的に取り組む

2 飢餓をゼロに

農業用水の安定した供給
・ダム本体や容量を維持管理し、取水制限を適切に実施するなど、農業用水を安定的に供給

＜具体的な事業及び活動内容＞

3 すべての人に健康と福祉を 事務所内で積極的に取り組む

4 質の高い教育をみんなに

ダム見学会小中学生の学習体験
・ダム見学会や上下流交流会を開催し、ダムに関する知識や技能の習得を支援
　

＜具体的な事業及び活動内容＞

5 ジェンダー平等を実現しよう 事務所内で積極的に取り組む

6 安全な水とトイレを世界中に

四国４県への安定した水供給
・ダム湖の水質調査を調査することにより、安全な水道用水を供給

・ダムの正常な状態の維持や利水容量の維持、取水制限の実施などにより、水の安定的に供給

・池田ダム、早明浦ダム、富郷ダム、柳瀬ダム、新宮ダムなど統合的な水資源管理

＜具体的な事業及び活動内容＞

SDGs目標

【ターゲット4.7】 教育を通して持続可能な開発に必要な知識・技能を得られるようにする

【ターゲット2.4】 持続可能な食料生産システムを確保し、強靭な農業を実践する

【ターゲット6.1】 安全・安価な飲料水の普遍的・衡平なアクセスを達成する

【ターゲット6.4】 水不足に対処し、水不足に悩む人の数を大幅に減らす

【ターゲット6.5】 統合的水資源管理を実施する

ダム見学会

の開催

ダムなどの統合的

な水資源管理ダムによる利水補給

農業用水の供給（吉野川北岸用水）



吉野川ダム統合管理事務所の事業SDGs目標

7
エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

水力発電の利用促進
・利水補給の際の水は水力発電にも活用されており、クリーンエネルギーを促進

＜具体的な事業及び活動内容＞

8 働きがいも経済成長も

かわまちづくりやダムカードの配布による観光への寄与
・かわまちづくりによる河川空間の整備やダムカード配布などにより、観光業を促進

＜具体的な事業及び活動内容＞

9 産業と技術革新の基盤をつくろう

工業用水の安定した供給
・ダム本体や容量を維持管理し、取水制限を適切に実施するなど、工業用水を安定的に供給
　

＜具体的な事業及び活動内容＞

10 人や国の不平等をなくそう 事務所内で積極的に取り組む

11 住み続けられるまちづくりを

ダム統合管理による洪水調節・渇水調整・流域治水の取り組み
・地すべり対策により、国道の寸断を防止

・ダムの統合的な管理による洪水調節・渇水調整・流域治水により、災害による死者数を減らす

・かわまちづくりによる河川空間整備などにより、親水性を確保

＜具体的な事業及び活動内容＞

【ターゲット7.a】 国際協力によりクリーンエネルギーの研究・技術へのアクセスと投資を促進する

【ターゲット7.b】 開発途上国において持続可能なエネルギーサービスを供給できるようにインフラ拡大と技術向上を行う

【ターゲット8.9】 持続可能な観光業を促進する

【ターゲット9.1】 経済発展と福祉を支える持続可能で強靭なインフラを開発する

【ターゲット11.2】 交通の安全性改善により、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供

【ターゲット11.5】 災害による死者数、被害者数、直接的経済損失を減らす

【ターゲット11.7】 緑地や公共スペースへのアクセスを提供する

かわまちづくり

（カヌー）

川活の発刊

ダムの利水補給に伴う

水力発電への活用

工業用水の補給により栄えた町（日本一の紙の町）

ダムの統合管理による

災害被害軽減

かわまちづくり

（水辺整備）



吉野川ダム統合管理事務所の事業SDGs目標

12 つくる責任つかう責任

堆砂除去や流木処理等で発生した副産物のリサイクルの推進
・堆砂除去や流木処理などで発生した廃棄物を埋め立てや薪等に活用

＜具体的な事業及び活動内容＞

13 気候変動に具体的な対策を

ダムの事前放流や渇水対応タイムラインの活用
・ダムの事前放流により洪水調節容量が増加し、大規模な洪水に対する被害を軽減
・渇水対応タイムラインの活用により、迅速かつ適切な対応を実施

＜具体的な事業及び活動内容＞

14 海の豊かさを守ろう

上下流交流大会による植樹や間伐（良好な森をつくり川で繋がる海の環境保全）
・植樹や間伐など適切な管理により、森と川で繋がる海を守る

＜具体的な事業及び活動内容＞

15 陸の豊かさを守ろう

ダムの弾力的管理や環境用水の放流によるダム下流環境の改善
・通常は水を貯めない洪水調節容量内に環境改善用の水を貯留し、ダム下流の河川環境を改善

＜具体的な事業及び活動内容＞

【ターゲット12.5】 廃棄物の発生を減らす

【ターゲット13.1】 気候関連災害や自然災害に対する強靭性と適応能力を強化する

【ターゲット14.2】 海洋・沿岸の生態系を回復させる

【ターゲット15.1】 陸域・内陸淡水生態系及びそのサービスの保全・回復・持続可能な利用を確保する

流木処理

ダムの弾力的管理

（放流前）

ダムの弾力的管理

（放流中）

ダムの弾力的管理による河川環境の改善

大規模渇水への対応

定期的に開催している上下流交流会 植樹祭（ダム湖岸整備）

事前放流による大規模洪水への対応

流木を薪にして無料配布

（廃棄物のリサイクル）



吉野川ダム統合管理事務所の事業SDGs目標

16 平和と公正をすべての人に

レーダ雨量計やCCTVの整備、リアルタイムでの情報公開
・レーダ雨量計等により収集した水文資料をリアルタイムで公開しており、自由に閲覧が可能

＜具体的な事業及び活動内容＞

17
パートナーシップで目標を
達成しよう

多くの関係者との連携やDXの推進
・事業説明等にDX技術を効果的に活用し、多くの関係者との連携を推進
・多くの関係者と協力しながら、治水および利水等の統合的な水資源管理を実施

＜具体的な事業及び活動内容＞

【ターゲット16.10】 情報への公共アクセスを確保し、基本的自由を保障する

【ターゲット17.17】 効果的な公的・官民・市民社会のパートナーシップを推進する

多くの関係者と協力する渇水対応

リアルタイム情報発信

防災情報発信


